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事業概要 

 

平成 26 年度の事業報告として、神戸市立博物館年報第 31 号を発行いたします。神戸市立博物館は、 

「国際文化交流－東西文化の接触と変容－」を基本テーマとして、神戸市立南蛮美術館と考古館を統合し

て、人文系の博物館として昭和 57 年（1982）11 月に開館しました。博物館の建物は、建築家・桜井小

太郎が設計し、昭和 10 年（1935）に旧外国人居留地に建てられた、旧横浜正金銀行神戸支店を増改築し

たものです（平成 10 年度登録文化財・平成 19 年度近代化産業遺産に認定）。平成 7 年（1995）1 月 17

日の阪神・淡路大震災では、建物などに被害を受けて一年間の休館を余儀 なくされましたが、平成 8 年

度以降は従前どおりの活動を行ってきました。 

平成 26 年度は、特別展は「ボストン美術館浮世絵名品展 北斎」「ギヤマン展 あこがれの輸入ガラ

スと日本」「メトロポリタン美術館 古代エジプト展 女王と女神」「チューリヒ美術館展 印象派から

シュルレアリスムまで」の４本を開催しました。常設展示は、各展示室のほかに「みてコレ」コーナーを

設置（平成 21 年 4 月～）。それぞれ展示替えを行いながら資料を紹介しています。また、当館の館蔵品

を中心とする企画展として、南蛮美術企画展「池長孟が愛した南蛮美術」と古地図企画展「伊能図の世界

―館蔵品一挙公開―」を開催しました。普及事業では、一般向け事業として「ミュージアム講座」と講座

「博物館をたのしむ」を、子供向け事業として「ジュニアミュージアム講座」「夏休み土器づくり教室」

「博物館たんけん隊」「こうべ歴史たんけん隊」を、昨年度と同様に開催しました。そして、「特別鑑賞

会」、こどものためのワークショップ、ギャラリートークなども積極的に行いました。また、その他、各

種共催事業も行ないました。刊行物としては、特別展図録・館蔵品目録・研究紀要・年報・博物館だより

等を発行しました。  

平成 26 年度の開館日数は 287 日で、うち特別展は 257 日でした。入館者総数は 464,885 人。入館者の

内訳は、常設展 4,722 人、特別展 458,897 人です。また、学校団体の来館は 210 校 9,475 人でした。ト

ライやるウィークも 13 校 24 人が研鑽に励みました。学校授業への職員派遣は 132 校、教員のための博

物館活用研修会も 6 回開催し、延べ 145 人が参加しました。博物館実習は 17 大学 26 人を 2 班に分けて

各 5 日間行いました。一方、館外貸出は 31 件 558 点、特別利用は 365 件でした。また、今年度 10 月か

ら新たに館蔵資料の画像提供の方法を利用目的に応じて変更し、当館で受け付ける画像利用と外部委託先

へ申し込む画像提供業務（有償）のふたつに再編して、利用者の便宜を図っている。これ以降、10 月以

降の画像利用は 85 件、委託先での画像提供業務は 146 件となった。この年報により、平成 26 年度の当

館の事業の概要をご理解いただければ、幸いに存じます。
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１．特別展 

（１）第 120 回特別展 
 

ボストン美術館浮世絵名品展 北斎
 

・内 容／ 

  「ボストン美術館浮世絵名品展」は、平成 20 年に第１回として浮世絵の歴史をたどる名品展

（当館では未開催）、続いて平成 22 年に最も芸術性の高揚した天明・寛政期の「黄金の錦絵時代」

に活躍した清長・歌麿・写楽らの作品を中心に展示した（当館で開催）。第３回目となる今回は、

「ボストン美術館 浮世絵名品展」の掉尾を飾る一大企画として、葛飾北斎（1760～1849）の業

績をたどる「北斎展」を開催した。初公開作品はもちろん、驚くほど保存良好な作品が多数出陳さ

れるとともに、北斎の動静を直接に伺わせる貴重な肉筆画も公開した。ボストン美術館ならではの

浮世絵名品シリーズ最後の一大企画である。なお、特別展示室２では関連企画として当館が所蔵す

る北斎関連の作品を展示した。 

 

・会  場／特別展示室１・２、南蛮美術館室 

・会  期／平成 26 年４月 26 日（土）～６月 22 日（日）  

・主  催／神戸市立博物館、ボストン美術館、日本経済新聞社、神戸新聞社 

・後  援／米国大使館、NHK 神戸放送局、テレビ大阪、サンテレビジョン 

・特別協賛／フィデリティ投信 

・協  賛／NEC、大日本印刷、トヨタ自動車 

・特別協力／日本教育公務員弘済会兵庫支部 

・協  力／日本航空 

・開館日数／52 日間 

・入  館 料／1,400 円（団体・前売 1,200 円） 

・入館者数／144,022 人 

・出品点数／約 140 件 

・関連事業／ 

（１）記念講演会（会場 地階講堂） 

  ①「ボストン美術館の北斎」 

   日 時：平成 26 年 4 月 26 日（土） 14 時～15 時 30 分 

講 師：セーラ・E・トンプソン 

（ボストン美術館アジア・オセアニア・アフリカ美術部日本美術課浮世絵版画室室長） 

②「田善 vs. 北斎 ―文化期洋風風景版画の諸相―」 

日 時：5 月 10 日（土） 14 時～15 時 30 分 

講 師：塚原 晃（神戸市立博物館学芸課担当係長・学芸員） 

③「北斎の色彩と造形 ―浮世絵版画からよみとる文化交流―」 

日 時：5 月 31 日（土曜日） 14 時～15 時 30 分 

講 師：勝盛典子（神戸市立博物館 学芸員） 

（２）イヴニング・レクチャー（学芸員による展覧会の見どころ解説） 

会期中の毎週土曜日 17 時～17 時 30 分 

会 場：神戸市立博物館 地階講堂 

定 員：180 人 ※聴講無料 
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（２）第 121 回特別展 

 

 

 

ギヤマン展 あこがれの輸入ガラスと日本 

 

・内 容／ 

本展は、安土・桃山時代から江戸・明治時代前期を通じて日本人はどのようなガラス器を輸入し、使用

していたのか、という素朴な疑問にテーマを設定し、それらが日本のガラス工芸美術に与えた影響にも目

を向けた、日本で初めての展覧会である。 

平成 23 年（2011）に当館へ寄贈されたびいどろ史料庫コレクションを含む、当館所蔵のコレクション

に加えて、初公開の個人コレクションなど 182 点を通じて、江戸時代の「渡りもの（輸入ガラス）」が、

上方、江戸、薩摩などの切子（カットガラス）に代表されるガラス工芸美術へ重要な役割を果したことを

提示した。 

 
・会  場／南蛮美術館室、特別展示室２、ホール 

・会  期／平成 26 年７月５日（土）～９月 15 日（月・祝） 

・主  催／神戸市立博物館、神戸新聞社、サンテレビジョン 

・後  援／NHK 神戸放送局 

・協  賛／一般財団法人みなと銀行文化振興財団 

・入 館 料 ／1,000 円（団体・前売 850 円） 

・開館日数／63 日間 

・入館者数／32,981 人 

・出品点数／182 点 

・関連事業 ／ 

（１）記念講演会（会場 地階講堂） 

 「ギヤマンの実像―江戸時代の人々はどんなガラス器を使っていたのか」 

  日 時：8 月 9 日（土） 14 時～15 時 30 分 

講 師：岡 泰正（神戸市立博物館 学芸員） 

（２）イヴニング・レクチャー（学芸員による展覧会の見どころ解説） 

会期中の毎週土曜日 17 時～17 時 30 分 

会 場：神戸市立博物館 地階講堂 

定 員：180 人 ※聴講無料 
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チラシ表 
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（３）第 122 回特別展 

  

メトロポリタン美術館 古代エジプト展 女王と女神 
 

・内 容／ 

メトロポリタン美術館は 1870 年に創立され、大英博物館、ルーブル美術館と並んで「世界三大美

術館」のひとつに数えられる。同館のエジプト部門は世界屈指の質と量を誇るが、これまで日本で

まとまった形で公開されたことはなかった。本展は厳選された珠玉の資料群で同館が世界に誇るエ

ジプトコレクションを総合的に紹介する日本初の展覧会。エジプト史上初の女性ファラオであるハ

トシェプスト女王が建設した神殿などから発掘された資料、古代エジプト神話の中で重要な存在で

あるハトホル女神を始めとする女神たちが現された資料や、古代エジプト王家の女性が使用した王

冠、イヤリング、ネックレス、ブレスレット、ベルト、指輪などの宝飾品を多数展示した。 

 

・会  期／平成 26 年 10 月 13 日（月・祝）～平成 27 年１月 12 日（月・祝）  

・主  催／神戸市立博物館、メトロポリタン美術館、朝日新聞社、MBS 

・特別助成／アメリカ合衆国大使館 

・後  援／外務省、文化庁、Kiss FM KOBE 

・協  賛／東レ、丸紅、竹中工務店、凸版印刷 

・特別協力／日本教育公務員弘済会兵庫支部 

・協  力／日本航空、日本貨物航空 

・入 館 料  ／1,500 円（団体・前売 1,300 円） 

・開館日数／83 日間 

・入館者数／144,307 人 

・出品点数／197 件 

・関連事業／ 

（１）記念講演会（会場 地階講堂） 

①「古代エジプトの女王たち ～メトロポリタン美術館の所蔵品から」 

日 時：10 月 13 日（月・祝） 14 時～15 時 30 分 

 講 師：ダイアナ・クレイグ・パッチ 

    （メトロポリタン美術館エジプト部門 ライラ・アチェソン・ウォレス・キュレーター） 

②「ハトシェプスト女王とディール・エル・バハリ葬祭殿」 

 日 時：11 月 8 日（土） 14 時～15 時 30 分 

 講 師：近藤 二郎（早稲田大学文学学術院教授） 

（２）イヴニング・レクチャー（学芸員による展覧会の見どころ解説）  

会期中の毎週土曜日 17 時～17 時 30 分 

会 場：神戸市立博物館 地階講堂  

定 員：180 人 ※聴講無料 
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（３）第 123 回特別展 

        チューリヒ美術館展 印象派からシュルレアリスムまで 

 
・内 容／ 

スイスを代表する美術館の一つ、チューリヒ美術館の所蔵作品を、日本で初めてまとめて紹介す

る展覧会。シャガール、ジャコメッティら近代美術の巨匠の作品を一人一部屋に集めた『巨匠の部

屋』と、モネ、ゴッホ、ムンク等を中心に各時代の重要な美術運動ごとに数人の作家の作品をまと

めて紹介する『時代の部屋』で優れた作品を展示。スイスの美への慧眼とそれを支える富の蓄積を

感じさせるコレクションの特徴を伝えるとともに、フランスだけでなく、スイスやドイツ、北欧の

美術に特徴的な象徴主義や表現主義も俯瞰した、19 世紀から 20 世紀の美術の流れを伝えた。 

 

・会  期／平成 27 年１月 31 日（土）～平成 27 年５月 10 日（日） 

・主  催／神戸市立博物館、朝日新聞社、朝日放送 

・後  援／外務省、スイス大使館、Kiss FM KOBE 

・協  賛／三井物産、トヨタ自動車、パナソニック、大日本印刷、チューリッヒ保険、チューリ

ッヒ生命 

・特別協力／日本教育公務員弘済会兵庫支部 

・協  力／スイス政府観光局、チューリヒ観光局、スイス インターナショナル エアラインズ、ル

フトハンザ ドイツ航空、ルフトハンザ カーゴ AG 

・入 館 料 ／1,500 円（団体・前売 1,300 円） 

・開館日数／87 日間 

・入館者数／218,044 人 

・出品点数／74 点 

・関連事業／ 

（１）記念講演会（会場 地階講堂） 

①「チューリヒ美術館とコレクション、その歴史と未来」 

日 時：1 月 31 日（土） 14 時～15 時 

  講 師：クリストフ・ベッカー（チューリヒ美術館館長）   

 ②「ポスト印象派の挑戦－本展出品作品を中心に－」 

日 時：4 月 11 日（土） 14 時～15 時 30 分 

講 師：廣田 生馬（神戸市立博物館 学芸員）   

（２）イヴニング・レクチャー（学芸員による展覧会の見どころ解説）  

会期中の毎週土曜日 17 時～17 時 30 分 

会 場：神戸市立博物館 地階講堂  

定 員：180 人 ※聴講無料 
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２．企画展示 

（１）南蛮美術企画展 

池長孟が愛した南蛮美術 
 

・内  容／ 

神戸市立博物館のコレクションの中核をなしている池長孟コレクションの中から、狩野内膳の「南蛮

屏風」や「聖フランシスコ・ザヴィエル像」など名品 21 点を展示した。 

 

・会  期／平成 26 年（2014） ７月５日（土）～８月 17 日（日） 

・会  場／特別展示室１ 

・関連事業／ギャラリートーク 

・出品目録／当館 HP に掲載。 

 

 

 

（２）古地図企画展  

 

伊能図の世界―館蔵品一挙公開― 
 

・内  容／ 

江戸時代の地図学史上での金字塔ともされる「伊能図」について、館蔵資料から 19 点を一挙公開した。

伊能図をテーマにまとまって展示したのは 10 年ぶりだった。 

 

・会  期／平成 26 年（2014） ８月 23 日（土）～９月 15 日（月・祝） 

・会  場／特別展示室１ 

・関連事業／ギャラリートーク 

・出品目録／当館 HP に掲載。 

 

 

 

（３）ギャラリー 

a 絵画コレクション 

・内  容／近代絵画コレクションから、菅原洸人を中心とした 22 点を展示。 

・会  期／平成 26 年（2014） ６月 28 日（土）～８月 17 日（日） 

・出品目録／当館 HP に掲載。 

 

 

b 上川庄二郎鉄道錦絵コレクション名品選 

・内  容／ 

大阪～神戸間の鉄道開業 140 年目の節目と、寄贈 20 年を記念して上川庄二郎鉄道錦絵コレクションの

なかから、名品 35 点を展示。 

・会  期／平成 26 年（2014） ８月 19 日（土）～10 月５日（日） 

・協  賛／西日本旅客鉄道株式会社神戸支店 

 ・出品目録／当館 HP に掲載。 

 

 

 

 

 

 

http://www.city.kobe.lg.jp/culture/culture/institution/museum/tokuten/2014/2-1.pdf
http://www.city.kobe.lg.jp/culture/culture/institution/museum/tokuten/2014/2-4.pdf
http://www.city.kobe.lg.jp/culture/culture/institution/museum/tokuten/2014/2-3.pdf
http://www.city.kobe.lg.jp/culture/culture/institution/museum/tokuten/2014/3.pdf
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３．普及事業 

（一般向け事業） 

（１）ミュージアム講座 

10.16「有馬と閻魔王宮を結ぶ経箱―こめられた謎」       問屋学芸員       155 人 

11.20「ファン・ダイクを名乗った画家―北山寒巌」       勝盛学芸員       129 人 

12.18「ギヤマンの伝来をめぐって」               中山学芸員        121 人 

1.22  「灘酒の隆盛と「重ね蔵」の関係」              関野学芸員       114 人 

     2.19  「近世刊行大坂図の潮流」                  小野田学芸員    125 人 

     3.19  「桜ヶ丘銅鐸・銅戈発見 50 年」                橋詰学芸員        107 人 

（２）講座「博物館をたのしむ」 

5.30 「探訪！神戸の仏とカミ」                  川野学芸員         12 人 

6.6   「徹底解剖！和田岬砲台」                  東学芸員          14 人 

6.13 「絵図を読み解く」                     問屋学芸員         14 人 

（３）国宝桜ヶ丘銅鐸・銅戈発見 50 周年記念行事 

12.14  記念シンポジウム                                                                   参加者 180 人 

   1.25 記念講演会                                                                      参加者 113 人 

   2.11 公開銅鐸鋳造 桜ヶ丘銅鐸の鋳造技術に迫る             参加者 72 人 

（４）展覧会関連事業  

①特別展「ターナー展 英国最高の風景画家」 

イブニングレクチャー 計１回                       参加者 167 人 

 ②特別展「ボストン美術館浮世絵名品展 北斎」 

  記念講演会 4.26                           参加者 180 人 

5.10                             参加者 90 人 

5.31                                           参加者 180 人 

イブニングレクチャー 計９回                       参加者 835 人 

③特別展「ギヤマン展 あこがれの輸入ガラスと日本」 

記念講演会 8.9                                 参加者 46 人 

イブニングレクチャー 計 11 回                        参加者 417 人 

④特別展「メトロポリタン美術館古代エジプト展 女王と女神」 

記念講演会   10.13                            参加者 105 人 

             11.8                              参加者 172 人 

イブニングレクチャー 計 13 回                        参加者 1,996 人 

 ⑤特別展「チューリヒ美術館展 印象派からシュルレアリスムまで」 

記念講演会    1.31                                参加者 161 人 

イブニングレクチャー 計９回                        参加者 1,284 人 

障害者のための鑑賞会 2.16                                                      参加者 250 人 

⑥南蛮美術企画展 池長孟が愛した南蛮美術 

ギャラリートーク 計 3 回                                                                      参加者 72 人 

⑦古地図企画展 伊能図の世界―館蔵品一挙大公開― 

ギャラリートーク 8.23                                                                                  参加者 48 人 

 

（学校との連携事業） 

（１）ジュニアミュージアム講座：小学４年生～中学生。定員 20 人 

  5.24 「楽しく学ぶ浮世絵（１）～きみも摺師に挑戦～」             参加者 17 人 

  6.14 「楽しく学ぶ浮世絵（２）～立版古を作ってみよう～」           参加者 18 人 

  7.12 「ギヤマン彫りに挑戦しよう」                      参加者 19 人 

  11.15 「ガラスのペーパーウェイトに女神をデザインしよう」            参加者 18 人 
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  11.29 「石を彫ってお守りを作ろう」                       参加者 17 人 

  12.13 「木の手鏡に彫刻をしよう」                        参加者 16 人 

（２）夏休み土器づくり教室                         のべ参加者 78 人 

（7.19 成形Ａ班 7.20 同Ｂ班 8.2 焼成） 

（３）子供向けワークショップ「ゴッホの絵を立体絵画にしてみよう！」2.14   参加者 14 人 

（４）こうべ歴史たんけん隊 3.21                      参加者 20 人 

（５）博物館たんけん隊   7.26                         参加者 54 人 

（６）こどもの日スペシャル 5.5                         参加者 79 人 

（７）春休み親子鑑賞会   3.28                   参加者 30 組 82 人 

（８）学習支援交流員によるワークショップ 8/3,8/9,8/10,8/23,8/24,8/30      参加者 166 人 

（９）学校団体受入数                           210 校 9,475 人 

（10）学校授業への職員派遣                        132 校 387 時間 9,453 人 

（11）中学校「トライやるウイーク」の受け入れ                          13 校 24 人 

（12）博物館実習                                     17 大学 26 人 

（13）教職員向け研修講座                           計６回 145 人 

 

（移動博物館車「おきしお夢はこぶ号」の活動）              学校     35 ヶ所 

                                    地域イベント 5 ヶ所 

 

（学習支援交流員活動） 

年間活動回数・活動参加者総合計（延べ人数） 実施回数 144 回 参加総人数 953 人 

 

平成 20 年度に導入して７年目となり、活動回数や活動参加総人数は過去最高となった。学習

室を中心とした学習支援活動に加え、アンケートの集計、講座・イベント開催時の補助、案内業

務などにも携わっている。 

 
（共催事業・協力事業） 

  （１）勤労市民センター・神戸市立博物館連携事業 

 5.10  「ボストン美術館浮世絵名品展をたのしむために」          塚原学芸員  75 人 

6.14  「古地図から知る神戸の歴史」                   問屋学芸員  15 人 

  6.21  「ながた歴史散歩 浮世絵や屏風にみる源平合戦」          問屋学芸員  13 人 

  9.6 「池長孟が愛した南蛮美術」                    勝盛学芸員  34 人 

  7.19  「ギヤマン展を楽しむために」                   岡学芸員   37 人 

  10.4  「近世兵庫津の事件簿」                      小野田学芸員 47 人 

  10.25「メトロポリタン美術館古代エジプト展をたのしむために」      東学芸員     78 人 

  11.23 「太山寺歴史探訪教室」                     川野学芸員  27 人 

     2.11 ワークショップ「チョコレートでつくる卑弥呼の三角縁神獣鏡」東学芸員     11 人 

     2.28  「チューリヒ美術館展をたのしむために」           廣田学芸員  75 人 

（２）神戸市外国語大学との連携事業 

  12.10 「桃山・江戸絵画のグローバリゼーション」        塚原・石沢学芸員     44 人 

（３）みなと銀行との共催事業 

8.23 ワークショップ「グラスアートをつくろう」          参加者 28 組 32 人 

（４）特定非営利活動法人神戸アイライト協会との協力事業 

7.18 土器づくり教室                           参加者 7 人 
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（ミュージアム・カード） 

１年間有効の安価な定期券で固定利用客を確保し、利用者サービスを行うことで入館者増を図る。 

昭和 60 年から実施（一般 2,000 円、高大生 1,500 円、小中生 1,000 円）。平成 20 年度に料金改定

（一般 2,500 円、高大生 1,800 円、小中生 1,200 円）。特典は、入館料の免除、ミュージアム講座

受講料・喫茶室の割引、「博物館だより」の送付など。 

 

 

（博物館ホームページ） 

展覧会案内、各種講座など、開催中・予定の事業を告知するために活用。主要作品・資料を高精

細画像とともに紹介する「名品撰」は、平成 24 年８月から 240 件を公開している。また、平成 26

年 10 月より Google Art Project で 129 件の超高精細画像と館内ストリートビューを公開開始。 

平成 26 年 10 月より公式 SNS（フェイスブック、ツイッター）を開設。よりスピーディに各種

行事の告知や実施報告を行っている。 
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４．特別展・企画展等の開催一覧 
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５．刊行物 

平成 26 年度の刊行物 

   特別展図録 

   ギヤマン展 あこがれの輸入ガラスと日本 1,800 円 

館蔵品目録 

美術の部 No.31 浮世絵版画 総インデックス 4 絵師名順 くんれつ～せんまん 300 円  

考古・歴史の部 No.31 経典 寺社縁起 古文書ⅩⅢ 200 円 

研究紀要 No.31 

 600 円  

 勝盛典子「世界四大洲図・四十八ヵ国人物図屏考－典拠と成立事情をめぐって」 

中山創太「歌川国芳≪通俗水滸伝豪傑百八人之一個（一人）≫の制作をめぐってめぐって」 

石沢俊「研究ノート 文献史料に見る鶴亭」 

年報 No.30（PDF 版） HP 上で公開 

博物館だより No.106（平成 26 年 9 月） No.107（平成 27 年 3 月） 

 

 

収蔵資料 

１．新収蔵資料 

（１）受贈資料 
 

分類 作者  名称 員数 寄贈者 

歴史 神戸新聞会館見学パンフレット等 8 件 田中千尋氏 

歴史 ベーア夫妻の肖像写真 1 件 米田滋氏 

歴史 ポスター（元町高架下） 1 件 西日本旅客鉄道株式会社 

歴史 クラブ・コンコルディアの役員ほか 2 件 レファート恵子氏 

美術 紅塵荘関係資料 1 件 春日野会病院 

美術 柳原義達 山本恪二さんの首、アンヌの首、
ある校長の首 

3 件 村上光江氏 

美術 山下摩起 栗に瑞鳥 1 件 松下員夫氏 

美術 別車博資作品 1 件 株式会社セイサ 

地図 南波松太郎旧蔵地図皿コレクション 67 件 南波秀洋氏 

 

 

（２）購入資料 
 

分類 作者  名称 員数 購入先 

歴史 旭日丸関係文書 2 冊 株式会社衆星堂 

歴史 悲田院仲箇間宗旨御改帳控 1 冊 株式会社中尾松泉堂書店 

歴史 丹生山内ノ内中村下村山論ノ絵図    1 枚  株式会社中尾松泉堂書店 

歴史 菅家須磨御記 1 冊  株式会社中尾松泉堂書店 

歴史 大阪御蔵屋敷所附 1 枚  有限会社黒崎書店 

美術 春日野会病院北館（紅塵荘）部材 2 点     春日野会病院 

美術 鶴洲筆 木蓮に叺々鳥図 1 幅  株式会社ギャラリー創 

美術 カットガラス丸皿 1 点 海老屋美術店 

美術 金彩色西王母に花卉文瓶 1 点 海老屋美術店 

美術 鶴亭書簡 1 幅     株式会社山本美術店 
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２．指定文化財一覧 

指定区分 指定年月日 指定番号 資料名称 員数 時代 

国宝 昭和 45年 5月 25日 考第 34号 桜ヶ丘銅鐸・銅戈群 21口 弥生時代中期 

重要文化財 昭和 28年 3月 31日 絵第 1257号 泰西王侯騎馬図 4曲 1隻 江戸時代 

重要文化財 昭和 32年 2月 19日 絵第 1390号 織田信長像（古渓宗陳賛） 1幅 

桃山時代 

天正 11年

（1583）賛 

重要文化財 昭和 43年 4月 25日 絵第 1625号 四都図・世界図 8曲 1双 江戸時代初期 

重要文化財 

（附指定） 

昭和 45年 6月 17日 

（昭和 56年 6月 5日） 
建第 1771号 旧小寺家厩舎設計図他 68点 

明治 43年

（1910） 

※旧小寺家厩舎

の付属指定 

重要文化財 平成 7年 6月 15日 絵第 1938号 南蛮屏風（狩野内膳筆） 6曲 1双 桃山時代 

重要文化財 平成 9年 6月 30日 絵第 1957号 
相州鎌倉七里ヶ浜図 

（司馬江漢筆） 
2曲 1隻 

江戸時代 

寛政 8年

（1796） 

重要文化財 平成 12年 6月 27日 絵第 1974号 聖フランシスコ・ザヴィエル像 1面 江戸時代初期 

重要美術品 昭和 9年 9月 1日  西洋二武人図・師父二童子図 2面 江戸時代初期 

重要美術品 昭和 23年 4月 27日  伝福岡県内経塚出土遺物 10点 

平安時代 

永久 5年

（1117） 

登録文化財 平成 10年 9月 2日 第 28-0026号 
神戸市立博物館 

（旧横浜正金銀行神戸支店） 
１棟 

昭和 10年

（1935） 

神戸市指定

文化財 
平成 21年 2月 24日  南蛮人桜花蒔絵文鞍 １背 安土桃山時代 

神戸市指定

文化財 
平成 26年 3月 25日  銅製経箱 １合 鎌倉時代後期 

神戸市指定

文化財 
平成 26年 3月 25日  

和田岬・湊川砲台（台場）関係

資料 

１件 

（絵図 10

点・文書

14点） 

江戸時代末期 

 
３．資料補修 

［美術資料］ 
 

資料名 制作年 数量 補修内容 

絹本著色織田信長像 安土桃山時代 1幅 裏打紙新調、表装新調、補絹、補彩 

絹本著色牡丹綬帯鳥図 鶴亭筆 江戸時代 1幅 裏打紙新調、表装新調、補絹、補彩、太巻、箱新調 

 

［歴史資料］ 

資料名 制作年 数量 補修内容 

大坂・兵庫・友ヶ島海図 江戸時代 1幅 裏打紙新調、表装新調、補絹、補彩 
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４．資料の特別利用 

（１）館外貸出 

貸出先 (会場・
巡回先） 

展覧会名 会  期 点数 資  料  名 

市長室秘書課 
神戸市役所１号館 15 階第２応
接室に設置 

26.4.1-
27.3.31 

1 件 1 点 西村功 ベンチの夫婦（ロンドン） 

一般社団法人 
神戸港振興協会
（神戸海洋博物
館） 

神戸海洋博物館「歴史から見
た神戸港『平清盛と大輪田の
泊』において展示 

26.4.1-
27.3.31 

1 件 1 点 西村公朝 ブロンズ製 平清盛坐像 

一般社団法人武
井報項效会 百
耕資料館 

企画展「幕末の村 板宿村と
その周辺」展 

26.4.12-
5.11 

11 件 11 点 

兼吉家文書 御進発に付き臨時助郷
正人足割付帳 慶応 2 年 当辰年大
水ﾆ付砂入川欠荒書上帳 慶応 4 年 
藻川家文書 御触并諸願書記帳 慶
応 4 年 御触書記 慶応 4 年 同№
庄屋役辞令 明治 2 年 兵庫津関係
文書 覚 丑 5 月 10 日 覚 10 月
16 日 森本家文書 御触書写帳
（御料分） 文久 4 年同 御請証文
案（兵庫開港…）慶応 3 年従摩耶山
至須磨寺眺望図 Ⅰ市 5 摂州海岸
御固場所絵図 

株式会社 NHK
プラネット近畿
総支社 
（大阪歴史博物
館、山口県立萩
美術館、浦上記
念館） 

「上方の浮世絵―大坂・京都の
粋と技―」展 

26.4.19-6.1 
26.9.9-
10.13 

17 件 17 点 

不韻斎か うきゑ京中一目細見之図 
不韻斎か うきゑ大坂住吉しほひの
てい 歌川国員斎藤太朗左衛門・花
ぞの 春好斎北洲 金輪五郎今国・
おみわ戯画堂芦ゆき 石川五右エ
門・小鮒ノ源五郎 柳斎重春 おそ
の・毛谷村六助  国計  女房お
三 ・藤五郎 春梅斎北英 景清・
娘糸瀧ほか 柳斎重春 自来也 中
村歌右衛門 春梅斎北英 為朝・ね
いはん女長谷川貞信 II 摂州神戸海
岸繁栄之図 長谷川貞信 II 浪花十
二景之内○新政府 円山応挙 祇園
祭山鉾図(無題) 円山応挙 三十三
間堂 三条大橋 円山座敷図 不韻
斎 都島原あげや座敷 

西南学院大学博
物館（梅光学院
大学博物館、神
戸大学学事博物
館） 

2014 年春季特別展「海路―海
港都市の発展とキリスト教受
容のかたち」展 

26.6.16-
8.30  
9.4-10.18 
11.8-12.19 

2 件 2 点 
聖フランシスコ・ザヴィエル像（複
製） 狩野宗秀筆都の南蛮寺図（複
製） 

九州国立博物館 

平成 26 年度 文化交流展示「海
の道、アジアの路」関連第１
室企画展「小中学生からの考
古学」展 

26.7.1-9.23 2 件 2 点 
国宝 桜ヶ丘６号銅鐸 桜ヶ丘６号
銅鐸教育普及用複製【模鋳品】   

香川県立東山魁
夷せとうち美術
館 

「美しき日本  瀬戸内の風
景」展 

26.7.12-
8.31 

1 件 1 点 池田遙邨 雪の神戸港 

秋田市立千秋美
術館 

開館 25 周年・国民文化祭開催
記念「秋田の絵描き そろい
ぶみ！―秋田蘭画から近代の日
本画まで―」展 

26.9.27-
11.9 

2 件 2 点 
小田野直武 蓮図 佐竹曙山 燕子
花にハサミ図 

たつの市立龍野
歴史文化資料館 

特別展「とんぼの文化史―童謡
の里たつのにおいて―」展 

26.9.13-
10.19 

2 件 2 点 
国宝 桜ヶ丘１号銅鐸 【複製】 
桜ヶ丘４号銅鐸 【模鋳品】  

仙台市博物館 
特別展「樹木礼賛―日本絵画に
描かれた木と花の美―」展 

26.9.26-
11.9 

4 件 4 点 
董九如 芥子に洋犬図 木村蒹葭堂 
桃花図 鶴洲 仏手柑に綬帯鳥図 
伝 白雲 西国名所紀行図 
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神戸市立小磯記
念美術館 

生誕 120 年 川西英回顧展  
26.10.4-
12.23 

381 件 
川西英 曲藝師 2 ほか版画作品計
381 件 

仙北市立角館町
平福記念美術館 

第 29 回国民文化祭関連事業 
江戸に花開いた秋田の文化展 

26.10.4-
11.3 

6 件 6 点 

佐竹曙山 椿に文鳥図 佐竹義躬 桜
花図 平賀源内 西洋婦人図 宋 
紫石 夏富士図司馬江漢 不忍之池 
田代忠国 紅毛童子図 

兵庫県立考古博
物館 

特別展「鉄道がきた！―舟運・
海運・馬車道・鉄道―」展 

26.10.4-
11.30 

12 件 12 点 

亜墨利加蒸気車 摂州神戸海岸繁栄
之図 東京八ツ山下海岸蒸気車鉄道
之図 阪神間で使われた双頭レール 
従汐留横浜迄蒸気車鉄道往返之図 
横浜海岸鉄道蒸気車図 神戸名所の
内 生田川鉄道蒸気 西京神戸之間
鉄道開業式庶民拝見之図 汽車発着
時刻表同賃金表里程 改正銅版京阪
神間汽車発着時刻並ニ賃金附 日々
松梅富貴之図 兵庫電気軌道で使わ
れたレール 神戸姫路間電車時刻表 

尼崎市教育委員
会 

第 44 回尼崎市立田能資料館特
別展「弥生の食べもの」展 

26.10.7-
12.7 

3 件 3 点 
桜ヶ丘２号銅鐸【複製】 伝香川県
出土袈裟襷文銅鐸【複製】 気比３
号銅鐸【複製】 

福岡市美術館 
「 更 紗 の 時 代  Ages of 
Sarasa」展 

26.10.11-
11.24 

2 件 2 点 狩野内膳 南蛮屏風 高精細複製 

品川区立品川歴
史館 

特別展「品川から世界へ サ
ムライ海を渡る―幕末明治の
日本と外交使節団―」展 

26.10.12-
11.30 

1 件 1 点 
神戸海軍操練所絵図写 
神戸海軍操練所の鬼瓦（獅子口） 

和歌山市立博物
館 

平成 26 年秋季特別展「江戸時
代を観光しよう―城下町和歌山
と寺社参詣―」展 

26.10.18-
11.24 

2 件 2 点 
五雲亭貞秀画 三国第一山之図 富
士詣独案内 

川越市立美術館 
特別展「没後 300 年記念 柳
沢吉保とその時代―柳沢文庫伝
来の品々を中心に―」展 

26.10.18-
12.1 

2 件 2 点 
柳沢伊信 海棠芥子綬帯鳥図 山水
図 

株式会社東急文
化村 

展覧会「キャプテン・クック
探検航海と『バンクス花譜
集』展」展 

26.12.23-
3.1 

5 件 5 点 

モンタヌス≪バタビア図≫1679 年
高橋景保編・亜欧堂田善鐫《新訂
万国全図》1810 年 ≪キャプテ
ン・クックの生涯≫1788 年 ≪
クック航海図≫1789 年 

公益財団法人 
西宮市大谷記念
美術館 

「雪景色の系譜 その表現の
歩み 近世から近代まで」展 

27.1.2-2.8 4 件 4 点 
北山寒巌 雪景山水図 宋紫石 聯珠
争光図 鸞卿 芭蕉白頭翁図 村上華
岳 雪中兎 

石川県立美術館 
「高山右近没後 400 年記念 
高山右近とその時代」展 

27.1.4-2.8 28 件 28 点 

象嵌十字紋俵形鉢 黒織部沓形茶碗 
鞭打ちのキリスト図聖牌 磔刑のキ
リスト図／神の子羊図聖牌 聖フラ
ンチェスコ像・聖人像聖牌 刺繍マ
リア聖牌 磔刑キリスト像十字架  
メダル各種 メダル付赤色十字架 
赤地刺繍心臓形聖遺物入れ 指輪各
種 教会祝日暦 

兵庫県立歴史博
物館 

特別企画展 阪神・淡路大震
災 20 年「災害と歴史遺産」展 

27.1.10-
3.15 

1 件 1 点 当山暦代（福祥寺蔵） 
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（２）特別利用 

①資料館外貸出                   許可件数 31件（点数 558点） 

   ②熟覧・画像提供（画像提供は９月末まで）等 許可件数 365件（うち画像提供 54件） 

  

 

（３）画像利用（10月以降） 

    利用件数  85件 

 

 

 （４）外部委託による画像提供業務（10月以降） 

    利用件数 146件 
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予 算 

（単位  千円） 

年度 

項目 
17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

資料購入費 0 2,345 4,380 1,500 2,000 2,000 3,000 3,000 2,500 1,469 

館蔵品整備等 8,220 7,550 7,498 6,920 6,211 4,994 4,994 4,801 4,082 3,705 

特別展等開催費 113,994 344,395 136,836 223,154 90,788 87,941 178,590 214,220 177,365 205,132 

普及事業費 7,850 7,665 7,171 7,158 9,542 11,358 7,408 6,837 5,668 5,764 

光熱水費 23,577 23,208 23,208 23,208 23,208 23,208 23,200 23,200 25,327 28,809 

施設管理費等 61,929 61,600 61,575 60,150 53,522 48,400 41,987 42,044 37,600 43,315 

事務費等 19,989 17,678 18,407 8,094 7,145 12,068 16,617 61,002 342,274 28,446 

合計 235,559 464,441 259,075 330,184 192,416 189,969 275,796 355,104 594,816 318,109 

平成 25年度予算は、空調設備改修工事、同繰越予算を含む。 
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平成 26 年度 

 

会 長 

河 上 繁 樹 関西学院大学大学院文学研究科教授 （学識経験） 

 

副会長 

藤 

 

委 

岡 

 

員 

 穣  大阪大学大学院文学研究科教授 （学校教育） 

西 馬 和 男  神戸市立小学校教育研究会前社会科部長（宮本小学校長） （学校教育） 

中 阪 守 神戸市立中学校教育研究会社会科部長（有馬中学校長） （  〃   ） 

前 田 和 宏 神戸市立高等学校教育研究会地歴公民部会長（須磨翔風高等学校長） （  〃   ）

  玉 田 はる代 神戸市婦人団体協議会会長 （社会教育・市民代表） 

市 場 八重子 特定非営利活動法人こうべユースネット理事 （ 〃 ） 

福 田 雅 夫 神戸市ＰＴＡ協議会家庭教育専門委員長 （ 〃 ） 

奥 村 比左人 神戸労働者福祉協議会副会長 （ 〃 ） 

田 岡 由美子 第 11 期市政アドバイザー （ 〃 ） 

内 田 俊 秀 京都造形芸術大学芸術学部教授 （学識経験） 

戸 田 清 子 奈良県立大学地域創造学部教授 （  〃   ） 

瀬 口 郁 子 神戸大学名誉教授 （  〃   ） 

玉 田 芳 英 独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所調査副部長 （  〃   ） 

博物館協議会 
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平成 26年度 組織  ・ 職員 
 

 

 

 

館長 

        

 

 

副館長兼 
事務局長 

 

 

副 館 長 

 

 
 

管理課 管理係 

 

 

 

 

 

 
 

事業係 

 
 

学芸課 

 
学芸係 

 

・博物館に属する庶務 

・施設及び設備の管理 

・入館料その他事業収入の収納 

・小磯記念美術館との連絡及び調整 

 
 
・特別展、企画展等展覧会の開催の 
計画及び実施 

・講演会、講習会、研究会等事業の 

計画及び実施 

・博物館の広報・公聴 

 
・博物館資料の収集及び保存 

・博物館資料の調査及び研究 

・博物館資料の陳列等による文化 

 知識の普及及び啓発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔平成 27 年 3 月
31 日現在〕 

 

職 員    

    

館長 梶本 日出夫 事業係長 小野田 一幸 

副館長兼事務局長 寺田  浩 担当係長 東 喜代秀 

副館長 石井 幸矢 担当係長 塚原 晃 

  指導主事 藍原 好浩 

管理課    〃 平松 紀昭  

 管理課長 濱野 義郎 学芸員 勝盛 典子 

 管理係長 谷田 徳七   〃 橋詰 清孝 

 事務職員 山内 美子   〃 関野 豊 

 事務職員 椎屋 正文   〃 中山 創太 

   学芸係長 問屋 真一 

学芸課  担当係長 廣田 生馬 

 学芸課長  菅本 宏明  学芸員 田井 玲子 

 担当課長 岡  泰正   〃 川野 憲一 

職員の異動  

26.4.1 寺田 浩（副館長兼事務局長）行財政局（神戸市外国語大学）より転入 

26.4.1 石井幸矢（副館長）就任 

26.4.1 濱野義郎（管理課長）中央区役所まちづくり支援課より転入 

26.4.1 平松紀昭（指導主事）友が丘中学校より転入 

26.4.1 中山創太（学芸員）新規採用 

26.4.23 石島三和（学芸員）転出 

26.4.23 関野 豊（学芸員）中央図書館より転入 

27.3.31 岡 泰正（展示企画担当課長）転出 
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